
企画提案書作成要領

企画提案にあたっては、開催周知、応募受付、審査などコンテスト実施はもとより、コンテスト応募へ

の機運醸成を図るため、しまの先輩事業者との交流イベントの開催など、募集開始前からコンテスト開

催後までのプロセス全体を通じて、ビジネスの場としてのしまの魅力や課題、創業等に関する各種支援

制度等を熟知したうえで、しまの地域課題解決につながる又はしまの資源を活用したビジネスに意欲や

関心を有する事業者や個人等に対し、ＳＮＳ等を活用して的確・効果的に情報発信するなど、仕様書 4.

業務の目的を踏まえた提案を求める。

作成にあたっては、次の各項目について記載すること。なお、規格は A4 両面印刷長辺二つ綴じとし、

様式は任意とする。

留意事項

①業務目的を達成するために、一体的、効果的かつ実施可能な業務内容を提案すること。

②厳格に審査するため、企画提案書及び関係書類には、会社名など提案者が特定される情報は記載しな

いこと。

③事業効果を高めるため、創意工夫を行うこと。また、工夫した点が分かるよう、太字・下線にて記載す

ること。

④仕様書や当要領に示していない内容でも、事業の目的の実現に資すると思われるものについては、積

極的に提案するとともに、提案箇所については、【追加提案】と記載の上示すこと。

⑤企画提案し選定された事業内容・規模等については、双方で協議の上、変更する場合がある。

内容

１．業務

内容

仕様書に記載している業務の背景及び目的を踏まえた提案を行うこと。

○募集内容

募集要項に記載している事項について、大まかな概要（募集期間、募集内容、募集部

門、表彰内容、応募書類提出方法、審査方法を含む。）を示すこと。

（記載例）募集期間：令和○年○月～○月

   募集部門：○○部門、○○部門、○○部門

   表彰内容：○○賞、○○賞

   応募書類提出方法：（郵送、電子メール、WEB上応募フォームなど）

   審査方法：予備審査（書類審査）、本審査（プレゼンテーション審査）

表彰内容については、賞の設定、副賞内容を示すこと。また、協賛企業等を募る場合

は、規模や方法を示すこと。



○事務局運営

問い合わせ窓口の運営体制（電話・メールなどの手段、対応可能時間、対応者）、応募対

応（受付後の処理、応募者との連絡調整等）を示すこと。

○公式WEB サイト、SNS での情報発信

WEB サイト内ニュース発信項目及び時期を示すこと。

  （例）発信項目：募集開始 時期：募集開始のタイミング

SNS更新項目及び時期を示すこと。

  （例）更新項目：募集開始 時期：募集開始のタイミング

○広告、プレスリリース等による周知に関すること

ターゲットを明確にしたうえで、周知手段（チラシ、WEB 広告など）及び数量を示すこと。

なお、周知効果の最大化を図るため最適と考えられる媒体（複数媒体の組み合わせも

可）を選定し、当該媒体を用いた理由について示すこと。

チラシ・ポスターなど、具体的なイメージを示すこと。

○ビジネスコンテスト参加者確保に必要なイベント等

テーマ、時期、場所、手法などイベントの概要を示すこと。

○審査

審査要項案（項目及び配点）を示すこと。

予備審査及び本審査における審査員の選定の考え方及び人数を示すこと。

○本審査会

時期など、本審査会の大まかな概要について示すこと。

当日の内容（予備審査通過者によるプレゼンなど）について示すこと。

２．実施

体制

責任者及び各業務担当者、県との調整担当者の役職・氏名、役割分担、それぞれ

の業務実績（経験の有無）等がわかるよう作成すること。

再委託を行う場合は、再委託先について明記すること。

３．スケジ

ュール
月ごとの業務内容、想定従事者数が分かるようスケジュールを作成すること。

４．業務

実績

過去に実施した同種または類似の業務の実績について記載すること。なお、過去の実績

については次の内容が分かるように記載すること。

・業務名 ・発注者 ・実施年月 ・業務の概要

５．提案

金額

単価、数量など、大まかな積算内訳を示すこと。

消費税及び地方消費税を含めた金額で作成すること。


